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 要  旨 
レーダ変復調方式において、FMCW 方式や 2 周波 CW 方式はパルス圧縮方式と比較し送受信
系が簡素であり信号処理負荷が軽い特徴を持つ．しかし、FMCW 方式は複雑な環境で想定される
複数目標を計測する上で，検知周波数のペアリング誤作動が課題とされている．また 2 周波 CW
方式は二つの送信周波数に対する受信信号の目標周波数成分の位相差から距離を求めるという原
理に基づいており、等相対速度（同じドップラ周波数値）の複数目標が存在する場合には多重波
環境となり、その位相差からは誤った一つの距離値が得られてしまうという実用上深刻な問題が
生じる．一方、近年 FMCW 方式と 2 周波 CW 方式を組み合わせた FMSK(Frequency Modulated 
Shift Keying)方式が報告されている．FMSK 方式はその測距原理から、FMCW 方式の課題であ
るペアリング誤作動を生じることなく目標の距離、速度推定が可能であるという特徴がある．し
かし、この FMSK 方式は 2 周波 CW 方式と同様、一つのビート周波数上に複数の目標信号が存
在した場合それらを分離出来ず、誤った位相値が得られてしまう課題を生じる． 
本研究では初期周波数の異なる複数の周波数ステップ(step-chirp)を用いる多周波 FMCW 法を
提案する．提案法では FMSK 方式と同様、FMCW 方式の課題であるペアリング誤作動が回避可
能であり、また複数の step-chirp から得られる各目標ビート周波数の位相データ（近距離目標で
は周期性信号でなく位相勾配となる）へ、超分解能法を適用することで、FMSK 方式や 2 周波
CW 方式の課題である同一ビート周波数の近距離多目標の分離が期待される． 
本稿では、計算機シミュレーションにて、従来法の課題であるペアリング誤作動、および同一ビ
ート周波数上の複数目標分離の改善を確認した．また 24GHz ソフトウェアレーダ装置を用いた
原理検証実験にて電波暗室環境下で提案法における有効性評価を行った．その結果、送信周波数
帯域幅の距離分解能より近接した複数目標の分離を確認した． 
 
